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第２四半期業績予想との差異および通期業績予想の修正 

ならびに配当予想の修正に関するお知らせ  
 

平成 29 年５月 10 日に公表した平成 30 年３月期第２四半期連結業績予想と本日公表の同期実績に

差異が生じましたのでお知らせいたします。また、通期の連結業績予想ならびに配当予想につきまし

ても下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

  

記 
 

１．第２四半期業績予想との差異について 

平成 30 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値と実績との差異（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想   (Ａ) 9,500 600 600 400 27.89 

第２四半期実績  (Ｂ) 10,103 796 821 585 40.86 

増 減 額    (Ｂ－Ａ) 603 196 221 185  

増 減 率      (%) 6.4 32.7 36.9 46.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成29年３月期第２四半期） 
9,711 527 527 355 24.78 

 
２．通期業績予想の修正について 

平成 30 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

(※注) 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想   (Ａ) 21,500 1,500 1,450 950 331.19 

今回発表予想   (Ｂ) 21,500 1,700 1,700 1,050 366.16 

増 減 額    (Ｂ－Ａ) 0 200 250 100  

増 減 率      (%) 0 13.3 17.2 10.5  

（ご参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
21,000 1,808 1,828 1,262 88.04 

※ 当社は平成 29 年 10 月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。 

 

差異および修正の理由 

平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の売上高は樹脂原料、ゴム薬品、加工樹脂の出荷が

当初の想定より増加したことにより増収となりました。営業利益・経常利益・親会社株主に帰

属する四半期純利益は効率的な生産による原価の低減、ならびに当初の想定より固定資産除却

損の発生が少なかったため前回発表時の予想を上回りました。 

また、通期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間の連結業績を反映し、

上記のとおり修正いたしました。 

 



 

 

 

３．配当予想の修正について 
 
 年間配当金 

第２四半期末 期末(※注) 合計 

前回発表予想 

(平成29年５月10日)

円銭

５．００

円銭

３０．００

円銭

―

今回修正予想 ― ３５．００ ―

当期実績 ５．００ ― ―

前期実績 

(平成 29 年３月期) 

５．００ ５．００ １０．００

※ 当社は平成 29 年 10 月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。 

 

修正の理由 

当期の期末配当につきましては、通期の連結業績予想を上方修正することに伴い、１株につ

き３５円（前回予想３０円）に修正させていただきます。平成３０年３月期（予想）の１株当

たり期末配当金につきましては、株式併合を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」

として、記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成３０年３月期（予想）の１株当

たり期末配当金は７円となり、１株当たり年間配当金は１２円となります。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後のさまざまな要因によって予想と異なる結果となる可能性があります。 

 

                 以 上 


